
　

2023年度「プライバシーの未来と□□」

　

プロジェクトの歴史
武蔵野美術大学ソーシャルクリエイティブ研究所と株式

会社日本総合研究所では､2023年度よりプライバシーに

関する共同研究を行っています。本展では､その研究の

プロセスと成果を紹介します｡

2024年度「子どものプライバシーワークショップ」

2024年度には､本年度のプロジェクトのプレ調査として､子どもたちとのワークショップを

実施し､子どもたちのプライバシー観をリサーチしました。

ワークショップでは､子どもたちに

｢お父さんが自分の部屋に入ってきたらどう思う？｣　

｢お母さんがママ友に自分の写真を見せるのはどう？｣

といった､プライバシーに隣接する問いを提示し､その回答をもとにディスカッションを行い

ながら､子どもたちの価値観を探索しました｡

2025年度「子どものプライバシー探究プロジェクト」
2025年度には、プレワークショップの結果を受け、さらに子どもたちとのワークショップを

実施しました。その結果をふまえ、子どもたちと／子どもたちのプライバシーを考えるための

カードゲーム型ツール「ひみつオーダー」を開発しました。また、子どものプライバシーをテ

ーマとしたインスタレーション作品「ホーム（アンド）ビデオ」の展示を行います。

2023年度には､｢プライバシーの未来と□□｣と題したスペキュラティブデザイン／トランジシ

ョンデザインプロジェクトを実施しました｡

このプロジェクトでは､大学生､大学院生､そしてプライバシーに関心のある社会人など､多様な

参加者が集まり､未来に起こり得るプライバシーのあり方を｢トランジションデザイン｣の枠組

みで検討しました｡さらに､そこで見いだされた未来の断片を作品として制作し、それをもと
に議論を行うスペキュラティブデザインの実践を行いました｡これらの成果は､哲学者､法学
者､プライバシー研究者とともに解釈を行いました｡
このアプローチによって､従来のプライバシー研究にはない新しい議論が立ち上がり､デザイ
ンアプローチによるプライバシー研究の可能性が見いだされました｡

また､｢プライバシーを守るためのひみつ道具を作ろう｣

というテーマで､レゴブロックなどを用いたプロトタイ

ピングワークショップも行いました。これらの活動を

通じて、子どもたちが感じている｢世間｣と｢その外側｣､

そしてプライバシー侵害に対してどのような問題を感

じているのかといった価値観が浮かび上がってきまし

た｡詳しい結果については､展示されているパネルをご

覧ください。

子どものプライバシーと自己決定
プライバシー侵害は､個人の自己決定に影響を及ぼします｡プレワークショップの結果を受け､子

どもたちの自己決定の意識について考えるワークショップを実施しました｡

ワークショップでは､小学生の子どもたちとともに､世の中の｢きまり｣は誰によって決められて

いるのか､もし自分がさまざまなことを決められるとしたらどうしたいか､といった問いについ

て考えました｡

これらのワークを通して､世代ごとの自己決定に関する認識や､社会の｢決定｣に対する感覚が浮

かび上がりました｡詳しい結果については､展示されているパネルをご覧ください｡











「なに」を「誰に」見せるかを、 「誰が」決めているのか。第２回ワークショップから
子どもたちの「自己決定」に対しての距離感が見えてきました。

低学年は「服・食べ物・遊び」、高学年は
「進学・人間関係」、中学生は「クラスやお金の

使い方」へと、決めたい領域が広がる。

自分で決めたいのは
「好きなこと」「未来のこと」

低学年はとにかく「自由時間」
高学年は「基礎科目のバランス」
中学生は「目的志向の科目配置」

理想の時間割は
「自由」「好きな科目」
の組み合わせ

「知られたくない」は
年齢とともに深くなる

小学生は「好きな人・住所」
中学生は「健康・視力・嫌いな食べ物」
など、自己イメージの領域が広がる。

「誰に知られるか」で
感情が大きく変わる
共通の趣味を誰かと共有するのは嬉し
いけれど、趣味によって変な判断が下さ
れるのは嫌。

子どもたちはすでに
「小さな自己決定」を

行っている
情報の開き方/人との距離/見られ方を
年齢なりの合理性で判断している。

子どもが

何を決めたいのか

子どもは

どう判断しているのか
誰が
決めているのか

先生や学校には
「見られる前提」がある

タブレットの閲覧・テストの掲示など、
「学校の情報は開かれるもの」として

現実的に受け止めている。

子どもたちの「自己決定」のリアリティ

決めているのは
自分だけじゃない
朝ごはん・学校・時間割…多くの
「毎日の選択」が親や先生・国に
よって決められていると感じている。
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